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0.本 稿 の 目的

 記 述 的 便 宜 上,ア ラ ビァ語 の動 詞 体 係 は,原 形(basic form)と そ こか ら形 態 的 に

派 生 され る14種 の 派生 形(derived form)に 分 類 され る。 II形(second form)は

第 二 子 音 の 重 複 に よ って 派生 され 他 動詞 的(transiiive),使 役 的(causaiive),

強 調 的(intensive),多 重 的(extensive),反 復 的(iterative)等 の 意 味 を原 形

に対 して 有 す る と され る。 しか しな が ら,丑 形 の機 能 に関 す る従 来 の 諸 記 述 は規 定 的 で

教 義 的 な色 彩 が 濃 く,必 ず し も言 語 事実 その もの に裏 付 け さ れ た実 証 的 考 察 とは 言 い難

い。 本 稿 で は,璽 形 の機 能 に関 す る一 つの阪 説 を提 出 し,そ れ に つ いて,古 代 ア ラ ビア

語 で 書 か れ た最 古 の最 もま と ま った 言語 テヰ ス トで あ る コ ー ラ ンを資 料 と して実 証 して

・み た い。 勿 論,所 与 の 豆形 の意 味解 釈 に は可 能 な 限 り客 観 的 な方 法 が 望 ま しい が,こ こ

で は,コ ― ラ ンの注 釈 書 を もとに 且形 とN形 或 は1[形 と 原形 を 対 比 させ る こ とで,独 断

的 な解釈の陥穽にはまる愚 をさけた い1)。

1.従 来 の 研 究 と そ の 問 題 点

 Wright(1896～98)は,豆 形 の 基本 的機 能 を 記 述す るた め に,「i ntensive

(al●mubalagah)」 と 「extensive(al-taktir)」 の 二 つ の用 語 を使 用 して い る。 つ ま

り,原 形 に よ って 示 され るの と同一 の 現 象が,激 しい(intensive)場 合,或 は時 間 的

に長 い(temp�allyextensive)場 含 関与 者 が 多 い(numericallyextensive)場 合 ,

反 復 さ れて い る(iterative, fzequentative)場 合 の いず れ か の 場 合 に,原 形 の代 り に

∬形 が使 用 され る。

例 intensive;

 daraba  (1) 'to beat

extensive;

temﾘorallyextensive;

t綰a  (1) 'to go round°

darraba  (II) 'to beat vi oi ently`

tawwafa  (II) 'to go rour,d much`
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numericallyextensive;

qatala CI)'to kill' qattala(1[)'to massacre'(object pl.)

baraka al°j auralu CI)'the camel kneeled down'

barraka al‐naCamu (II) 'the camels kneeled down' (snb}ect pi,)

 さ ら に,こ れ らの基 本 的 な機 能 に加 えて,そ こか ら二 次 的 に 派生 した機 能 と して 「

ca.us疸i―v―e or factitive」 な 機 能 と 「declarative or estimative」 な 機 能 と 「

denomi nat�e」 な 機 能 の三 つ をあ げ て い る。

例 causative‐factitive;

 fariha  (1)  'to be gl ad'  .  farraha  Cll)  'to gl adden'

declarative‐estimative

 kadaba  (1) 'to l i e' : kadd瀉a  (鉦) 'to t hi`nk σr cal i olle a l i ar'

denorm nat i ve;

xaymat‐un'tent' : xayyama (]v'to pitch a tent'

sal疥‐un Calay‐kum  'peace be upon t hee'

 sallama ,jaiay‐hi (II)'he saidto him"peace be uponthee"'

 また,II形 とIV形 は ともに使役的な機能を有す ることにな るが,彼 によれば, IV形 の

場合 はその機能が基本的で本来的であるのに対 して,五 形の場合は二次的 に派生 された

機能であ るという点で両者は相違するとされる。

 Wrightと 同 様 の記 述 は,彼 以 後 の入 門 的著 作 を 含 め た殆 ん ど全 て の文 法 書 の 説 明 に

お いて もそ の ま ま踏 襲 され て い る。 それ らに共 通 す る不 備 は,各 々 のII形 の 機 能 に つ い

て の 分類 的 記 述 しか 与 え られ て お らず,た とえ,「intensive」 或 はrextensive」 な

機 能 が基 本 的機 能 で あ る とす る見 解 が正 しい と して も,そ の 機 能 と他 の諸 機 能 との 間 に

いか な る有 機 的関 係 が あ るか に つ いて の説 明 が全 くな い ことで あ る。 そ れ に対 して,有

機 的 説 明 を試 み た の が MacDonald(1963),Bolozky et Saad (1983)

で あ るが,こ れ らの研 究 も含 め た従 来 の研 究 の不 備 を総 合す る と次 の 三 つ に集 約 で き る。

(1) 厂intensive」 或 は 「extensive」 な 機 能 を基 本 的機 能 とみ な して い る こと。 その

 場合,他 の諸機能 との関係 について有機的説明がな く,分 類 的で ある。

(2)皿 形 につ いて もIV形 と同様 に原形 との間 に派生 関係を もとめて いること。その場合,

原形 と皿形 との分布状態 には十分な関心が向 け られていない。

一24一



(3)記 述 に お い て,統 辞 論,意 味 論,語 用 論等 の レベ ル が 区別 され て い な い こ と。

 しか しなが ら,こ れ らの不備 は方法論的稚拙 さだ けに帰因するのではな く,共 時的統

一体 というよ りはむ しろ通 時的複合体という古典 アラ ビァ語 自体 の性質 に も帰因 し,さ

らに西欧の アラ ビア語学が結局 は中世ア ラブ文法学を礎 と してお り,従 って,そ こで犯

                                   2)された誤謬を そ
のまま無批判 的に踏襲 した ことに もその遠因があ ると考 え られ る 。

2.記 述 の 枠 組

 以 下 の議 論 で は,Di k(1978,1980)で 展 開 され て い る機 能 文 法(Functi-

onal Grammar以 下F G)を 基 本 的枠 組 と して 使 用 す る。彼 に よれ ば,実 世 界 の 現 象

は,動 的 か否 か の 〔±Dynamic〕 (以 下 〔±Dyn))関 与 者 に支 配 さ れ るか 否 か の 〔±

Control〕(以 下 〔±Co〕)の 素 性 で次 の よ うに 分 類 され る。

+Dynami c ‐Dynami c

+Control Action Posit�n

JohnkilledJ ane John heldJ ane in

his arms

‐Cont rol Process St at e

ヤ      噛         【     -  瑁 - 〒- 一

Jonn tell ln love

withJane

john i s i n l ove

withJane

 ここで,言 語表現 か ら独立 した実世界 の現象の レベル(現 象 レベル)と,そ れ に対す

る話者の認知 の レベル(認 知 レベル)と,言 語形式 による表現の レベル(表 現 レベ ル)

の三っの レベルを設 けるな らば,Dikの 分類 は現象 レベルの分類 とな る。 〔±Dyn〕

な現象は,認 知 レベルで意 味機能が決定 され,そ れが表現 レベルへの入力 とな り,表 現

レベルでは,ア スペク ト形式 の持 つアスペク ト機能 と動詞 の内在的な アスペク ト特 性の

結 合 に よ って 表現 さ れ る3)。 逆 に言 えば,ア スペ ク ト機 能 と ア スペ ク ト特 性 の二 っ が ア

スペク ト的意 味を決定 することにな る4㌔ ここで は,ア スペク 階 性の纐 に もDik

の分 類 を 応 用 し,さ らに次 の 階層 図 に示 され るよ うに, 〔±dyn〕 を 完 結 的 か否 か で 〔

〔±conciusive〕 (以 下 〔±con〕),ま た 瞬 間 的 か否 かで 〔±momentaneous〕 (

以 下 〔±mom〕)に 下 位 分 類す る。
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ミ 崛yn遍yn＼ 鴬on

          セon＼ 喘:慧

これによ って,動 詞 を分類すると次のようになる。

`/ iI Cα Dα Aﾟ Bp Cp DQ

一CO 十CO

‐dyn 十dyn ‐dyn +dyn

■騨con 十con ‐con 十con

‐mom 十mom °mom 十mom

例 Aα

Aﾟ

iI

Bﾟ

Cα

CQ

Dα

Dp

John owned the house(※John is owning the house)

John stayed motionless (※John is staying motionless)

The water ran over there (The water is running over there)

John ran over there  (John i s runni ng over there)

The stone fell down (The stone is fallingdown)

John stopped   (John i s stoppi ng)

The whi p cracked CThe whip is cracking)

John j nmped  (John i s j umpi ng)

 α,β の 相 違 は,動 作 が制 御 可 能 か(β),不 可 能 か(α)に よ る。Aα, Aβ は 各

々DikのStateとPositionに 対 応 す る。 BとC,Dの 相 違 は,動 作 が必 ず 完 結 す る こ

とを前 提 とす るか(C,D),否 か(B)で あ る。 つ ま り, C,Dの 場 合 に は,必 ず動

作 の完 結 的 変 化 が 伴 う。CとDの 相 違 は,動 作 が 瞬 時 的 で あ るか(D),否 か(C)で

あ る。

3.∬ 形 の 派 生 と 機 能

3.t.状 態 化(5tativization)

 Soden(19692)に よ れ ば,東 セ ム諸 語 の み に 在 証 され る状 態 形(Stative)は,

そ の 時 制体 系 を構 成 して お り,ま た一 方 に おい て 「活 用 され た 名詞(einkonjugierte
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Nomen)」 で もあ る。

Akkadian tense systein

parasu   'to di vi de'

    (y)iprus 'he divided' ° ‐Preterit

    (y)iparras 'he divides' 一 一Present

    (y)iptaras 'he has di vided'一 一Perfect

     paris 'he is/was dividcd'一 一Stative

 しか し,13uccellati(1968)に よ れば,状 態 形 は 明示 的 な時 制 的 指 示機 能 を有

さな い一 種 の 名詞 文(nomi nal sentence)で あ って,他 の型 の名 詞 文 と相 補 的 分 布 関

係 を 有 す る もの と され る。 つ ま り,他 の 時 制のprefixが 主 語 との一 致 に よ って 形 態 論

レベ ル の操 作 で 付加 され るの に対 して,状 態形 のsuffixは,統 語 的操 作 をへ て 照 応 的

代 名 詞 がcliticizeさ れ た もの で あ る。

agreement

an緻u   nakar‐am      a‐pr us

I一 鎗 一Subenemy・ 一(麦)-Ob―-acc I-divide-Preterit

'Idivided the enemy'

paris+緻u cliticization pars緻u

Staiive I              'I am/was divided'

 ま た,Rowcon(1962)に よ れ ば,状 態 形 の持 つ 意 味 機 能 は, rabsence of

change(state)」 或 はMackof change(aspect of act.ion)」 を 表 現 す る もの で あ

って,特 に,行 為(つ ま り(+dvn))を 示 す原形 動 詞 の 状態 形 は,そ の行 為 に よ る結 果

と して の状 態 を表 し,完 了(perfect)的 ア スペ ク ト機 能 を有 す る こ と にな る。 従 って,

一 項 動 詞 の 場 合 は と もか く
,二 項動 詞(或 は それ 以 上)の 場 合 は,結 果 的 状 態 が 行 為者

と被 行 為 者 の どち らに顕 現 す るか に よ って,対 応す る状態形は,能 動的 にも受動 的にもな る。

(1)an緻u   bi t‐am       a‐spah

1‐Ag‐Subhouse‐Go‐Ob‐acc I‐destroy‐Preterit

'I destroyed the house'

12)bi t‐um sapi h‐ﾘ
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house-ﾘdestroy-Stative-he

'the house has bezn/had been/i s/was destroyed'

(3) an緻u     asl‐am           a‐mhur

  I-Ag‐Subsheep-Go-Ob-acc I-receivePreterit

  'I received the sheep'

(4) mahr‐緻u

  receive-Stat{ve-1一�

  'I have received/ノhad received'

(5)濠as1-um maher‐��

  sheep‐ﾘreceive‐Stative‐ﾘ

  'the sheep has been/had been/i s/was received'

(6) an疚u                a‐mt ahar

  I‐Ag‐Subsheep‐Go--Ob‐acc d‐receive‐Perfect

  'I have/had received the sheep'

 (11の 「こわす」とい う行 為によって,結 果的状態が顕現す るのは,「 私」ではな く 「

家」の方であ るか ら,(2)の 状態形では 「家」が主語にな り,全 体的に受動的 にな る。一

方,(3)で は 「受け とる」 とい う行為によって,結 果 的状 態が顕現す るのは,「 ひつ じ」

ではな く 「私」であ るか ら,(4)の 状態形では 「私」が主語にな り,全 体的に能動 的にな

る。また,「 受け とった」→ 「受けと っている(状 態)」 の結果的状 態を表現す る点 に

おいて,(4)の 状態形 と(6)のPerfectは 類似 した意味を有す る。ただ し,(6)で は, 「受 け

とる」 とい う行為 と 「(受 け とって)持 っている」 とい う結果的状態が関係づけ られて

認知 され るの に対 して,(4)は その限 りでない。 ここで,認 知 レベルの概念 と して 「焦点

(focus)」 を導入す るな らば, Perfectの 場合は,行 為 とその結果的状態の双方に話

し手の焦点が あて られてい るの に対 して,状 態形の場合 は,ど ち らか と言えば結果 的状

態の方 に焦点が あて られて いると表現できる。

 以 上 の こ と を総 合 す れ ば,状 態 形(或 はそ れを 含 む 文)は,主 語 と非 動 詞 的叙 述部(

non.verbal predicate)か ら構成 され る叙 述(predication)と 規 定 で き るが,

そ こで 問 題 と な の は,状 態 化 に お け る 〔±control〕 の 素 性 の取 り扱 いで あ る。(3)の 例

の場 合,Ag‐S ubの 指 定 を持 つ 「私 」 は 「(ひ つ じを)受 け と る」 と い う行 為 に 対 し

て 支 配 的 で あ り,従 って, 〔+CO〕 の 素性 指 定 を う け る。 一 方,(4)の 例 の場 合 は 「(受
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け と って)持 って い る」 とい う状 態 を 示す 状 態形 に よ って,「 私 」 は 言 わ ば 形 容 詞 的 に

叙 述 さ れて い る ので あ り,非 支 配的 存在 とな る。 従 って,AgーS ubの 指 定 を うけ て い

た 「私 」 は,状 態 化 に よ って,ﾘ一Subの 指 定 を うけ る 「私 」 へ と転 化 され る。 ま た,

(2)で 示 され る の は,「 こ わす」 と い う行 為 つ ま りAgの 「私 」 に と って は支 配 的 だ が,

Goの 「家 」 に と って は当 然非 支 配 的 で あ る行為 を うけ た 「家 」 の 厂こわ れ て い る 」 と

い う状 態 で あ るか ら,当 然 そ こにお い て も 「家」 は非 支 配 的 で あ る。 一 方, 厂こ わ す 」

とい う行 為 とAgの 「私 」 との 間の 支 配 的関 係 も,「 こわ れ て い る」 と い う状 態 と の 間

に は も はや 存 在 しな くな る。 つ ま り,「 家 」 のか つて のGo機 能 は失 わ れ,ﾘ機 能 が 付

加 され,さ らにSub機 能 が 付加 され る ことに な る。 その 意 味 に お い て,状 態 化 は, A g,

Goの 意 味 機 能 はそ の まま でSub,Obの 統 語機能 の 指 定 の み が異 な る受 動 化 と は相 違 す

る。

 以 上 の よ うな性 格 を持 つ状 態 化 に よ って,2章 で 分 類 したA～Dの 型 の 動 詞 は次 の よ

うな扱 い を受 け る。

(1)A型 動 詞(C‐dyn,(-con,‐mom)〕)

  Aα 型 の 場 合 は,本 来 的 に静 的 な状 態 を 示す もので あ る か ら,状 態 化 に お いて もﾘ

機能 を付加 された要素がﾘ‐Subと して顕現す るo Aβ 型 の場合 は,同 様に静的 な状

態 を示す もので あるが,状 態化 によ ってPoの 持つ支配は取 り除かれ,Aβ 型動詞 の

示す静的現象全体がAα 型 と同様 の状態 として話者に認識 され描写 され ることになる。

従 って,Po機 能 を付加 された要素 が同様にﾘ°Subと して現れ る。

(2)B型 動 詞(〔+dyn,‐c on←mom)〕)

  こ れ らの 動 詞 は,静 的 な現 象 に対応 して お らず,ま た そ の 動作 に よ る結 果 的 状 態 も

残 らない動的現象 を示す場合で あるか ら,何 らかの静的状態 を表現す る状態形 は生起

しない。 (例えば,「 歩 く」 とい う意味の動詞 の場合 「歩 いた」 とい う動作の完了後

に 「歩 いて い る」 とい う状態は存在 しない。)

(3)C型 動 詞(〔+dyn,+c on,-mQm〕)

  こ れ らの完 結 的変 化 を前 提 とす る動詞 の 場合 は,そ の動 作 の 完 了 後 に結 果 的状 態 が

       5)
当 然 顕 現 す る 。 状 態 形 にお いて は,も とのAg,Fo,Prがﾘ‐Subの 指 定 を うけ る

こ とに な る。 (例 の(3)(4)を 参 照 。)

(4}D型 動 詞(〔+dyn,+c on,+mom〕)

  こ れ らの 瞬 時 的 な完結 的変 化 の場 合 は,動 作 主 で あ るAg,Fo,Prの 方 に は結 果 的

状 態 は残 らな い6)0た だ し,二 項 輔 の場 合 に は,Ag, F。,P,に よ る動 作 の影 響 を
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うけ るGoの 方 に結 果 的状 態 が顕 現 す る。状 態形 に お い て は,も と のGoが ,ﾘ‐Sub

の 指 定 を うけ る こ とに な る。 (例 の(1)② を 参 照 。)

状態形の生起の可能 性は次 の図のようにまとめ ることがで きる。

Aα β Bα β Cα β

Dα β

1 皿

O X 0 X O

 動態現象 をrと して,瞬 時的現象をo,非 瞬時的現象 を   ,完 結部を1,静 態

現象をSと して 一 で表示 し,さ らに焦点F(1或 は F.●.で 表示す る)が あた って

いれば,順 に各々Zη カブ,⑳ ,「 ,ノ7πア で表示す るな らば,A～D型 動詞

の状態化 は次 のように図示す ることができる。 (例 えば,焦 点のあた って いるA～D

型動詞 のperfectiveの 場合は,

F           F         F         F

A・
一血 ・・愈 ・・■血D・ 強_,と な・・)

ﾘ●Subに な る要 素 状態形の示す状態

A ﾘ,Po 状態(結 果 の含意はない) ・ガ湯
     3t

C Ag, Fo,Pr 結果と しての状態
 「擶
      冫t

Dlr Go 結果 と しての状態
「瀚

e >t

3.2.状 態 化 と 皿 形

  以 上 の よ うな 状 態化 に よ る状 態形 をProto°Semitic或 はProto-Arab{cの 段

階に再 構でき るもの と して,∬ 形をそ こか ら派生 させ ると仮定す るな らば,H形 の持 っ

基本的機能 は,状 態形によ って示 される状態(以 後,状 態形 による話者の認知を状態相,

それ によ って示 され る状態を状態相的状態 と呼ぶ)を 現出 させ る現象 に対応す る意味機

能(以 後,状 態的機能 と呼ぶ)と 表現で きる。 皿形を状 態形か ら派生 させる派生 関係 に

対 して根拠 とな り且つ メ リットともな るのは,こ の派生関係 によって 皿形の下位機能 の

一っで あるdenominativeな 機能が一律に 自動的 に説明 され ることである。つま り,

状態形 は原形か らだ けでな く,nomina1か らも派生 され るのだか ら,原 形か ら直接的
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に 巫形 を派 生 させ て,denominativeな 機 能 に つ い て は別 箇 にnominalか ら派 生 さ

せ る方 法 よ り も,状 態 形 か ら派 生 させ る方法 の方 が,経 済的 で あ り,そ の意 味 で 記 述 的

妥 当性 が高 い と言 え る。

 次 に各々の型の動詞が どのように扱 われるか考察す る。

(1)A型 動詞

  これ らの動詞の状態相 的状態は,結 果の含意 のない状態であ り,Go(a)(a形 の

Goの 意 味 以 後,同 様 に 原形 はGo(1), IV形 はGo(N)の よ う に表 現 す る)に な るの

は,状 態 形 でﾘ●Subの 指 定 を うけ るﾘ(1),Po(1)で あ るか ら,豆 形 は言 わ ゆ る

作 為 動 詞(factitive)と 同 じ機 能 を原 形 に対 して 有 す る こ と に な る。 denominative

なH形 も対 応 す る原 形 が存 在 しな い だ けで,同 じ範 ち ゅ うに入 る。 以 後,こ の よ うな

A型 動 詞 の 機 能 を,作 為 的機 能 と呼 ぶ 。

(2)B型 動詞

  状態形が生起 しないのだか ら,当 然 これ らの動詞のa形 も生起 しない ことが予想 さ

 れ る 。

(3)C型 動 詞

  こ れ らの 動 詞 の状 態 相 的状 態 に は,行 為 の結 果 の 含意 が あ り,Go(互)に な るの は,

状 態 形 で φ 一Subの 指 定 を う けるAg(z),Fo(D,Pr(1)で あ るか ら,全 体 的 にW形 と

同 じ使 役 的 な機 能 を 持 ち,さ らに行 為 の 結 果 を含 意 す る結 果 相(perfect)と 同 じ機

能 を 原 形 に 対 して 持 つ こと にな る。 以 後,こ の よ うな機 能 を 結 果 的 使 役 機 能 と 呼 ぶ。

(4)D型 動詞

  これ らの動詞の状態 相的状態に も,行 為の結果の含 意があ るが,C型 動詞 の場 合 と

異な り,Go(Q)に な るのは,状 態形でﾘ●Subの 指定 を うけたGo(1)で ある。従 って,

II形 は原形 と同 じ項構造を持ち,同 時 にC型 動詞の場 合と同様に結果 的意 味を も含意

す ることにな る。以後,こ のよ うな機能を単 に結果的機能 と呼ぶ ことにす る。

状態形,原 形,IV形 と豆形の相違 は,後 者で は焦点 が状態 と動態現象 の双方 にあて

られて いる ことであ る。

以上の ことは次のよ うにまとめ られ る。
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Go佃 になる要素 機   態 類似形

A ﾘ(1),Po(1) 作為的機能 IV形
』
■竺 廴→t

C Ag(11, Fo(1), Pr(1) 結果的使役機能 IV形
F△
「r〃 〃S 

。t

D Go(1) 結果的機能 原形
F____

r瞬
     ラt

4.コ ー ラ ン 中 の ∬ 形 の 分 析

  周 知 の よ うに,歴 史 的存 在 と して の コー ラ ン(�1-qur?'蚣)は,預 言 者 ムハ マ ン ドの没

後,人 々の記憶 を集録 した ものであ ってa正 確 には彼の発話行為の忠実な記録 とは言え

ないが,概 略,そ の言語は当時(7c頃)の メ ッカを中心 とす る ヒジャーズ(Hij縻)

地方の古代 ア ラビア語の方言的異体(variant)と 規 定でき る。

4.1.統 計 的 分 布

  コーラ ン中に実際に生起す る皿形 に関 して,対 応す るA～D型 の動詞型或は名 詞との

関係 か らその分布状況 をまとめ ると次の表のよ うにな る。

表1 豆 形 の 分 布

A B C DI D皿 denom total

verbal 68 0 25 0 47 29 169

     7)

non‐verbal 19 28) 16 0 27 9 ?3

total 87 a 41 0 74 38 242

verbalの

の べ 数
515 0 180 0 isl 406 1292

の べ 数 のoa 40% 0% 14°0 o/ 15% 31%

 この ∬形 の分布状況 は,前 章で の仮説 と極めてよ く対応 してお り,次 の表に示 される

IV形 の分布 状況 との間に,特 にB型 について顕著な相 違が観察 され る。
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表2  N形 の 分 布

A B C DI DR denom total

verbal 117 27 61 3 42 9 259

non‐verbal 11 4 3 0 7 3 28

total 128 s1 64 3 49 12 287

verbalの

の べ 数
1649 244 1228 3 294 65 3483

の べ 数 のoa .・, 7% 35°0 0.1°0 9°0 1.9°0

―

 ま た,原 形(1),皿 形,IV形 のA～D型 動 詞 と名 詞 に 関 す る共 起 関 係 の 分布 は次 の 表 の

よ うに ま とめ られ る。

表3 原 形(名 詞),1[形,IV形 の 共 起 関 係

皿 N 1&互 1&NII&N 1&五&IV total

A 33 51 21 44 18 15 182

B 0 12 2 19 0 0 33

C 10 16 10 30 3 15 84

DI 0 1 0 2 0 0 3

D皿 30 20 30 14 6 9 109

denom 32 8 6 2 2 0 50

total 105 108 69 111 29 39 ..

oa 23% 23°0 15% 24°0 6°0 9°0

4.2.皿 形 とIV形

  1,II, N全 形 が生 起 す る場 合 に つ いて, A～D型 動 詞 の 各 形 の項(argume nt)の 意

味機能か らみ ると,三 者 の関係 は次のよ うになる。
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関  係 A B

i

C m D五

① 1＼ 五=lv 0 ＼/ 0 ＼/ X

② 1=∬ ＼IV X
,/

X ▽ O

③ 1コN＼ 豆 0 /¥ O /¥, X

④ 1ﾘ亜ﾘN X /＼ X /＼ 0
―

⑤ 1＼ ∬＼w 0 C?) (?)

 ① と② は,理 論 的 に予 想 され るよ うに相補 的 分布 関 係 に あ る。 ① と③,② と④ は再 帰

的IV形 の 場 合 で,各 々包 含 的分 布 関 係 にあ る。 ⑤ は, estimative‐declarativeな 五

形 の 場 合 で あ り,こ れ につ い て は4.3で 詳 論す る 。

4.2.1.統 語 的 論 拠

  D型 動 詞 の 皿形 の場 合 も,Go-〈)ausee‐Obを 消 去(delete)す る 特別 な統 語 規 則 を

設定す るな らば,意 味的にはともか く統語的にはN形 と同 じ使役化 によ って,∬ 形を原

形か ら直接 に派生 させ る方法 も不可能で はない。従 って,① ～④の各場合 について考察

を加 える前 に,豆 形 とN形 を同質 の使役化 として扱えな いことに対 す る幾つかの統語 的

論拠 を次に示す。

(1)分 布 の相 違

  B型,DI型 動詞 については,証 形 は理論的に も実 際的に も生起 しないが, IV形 は

生 起 す る。例 え ば,qara?a"to read"と い うB型 動 詞 のIV形 は コ ー ラ ン中 に も在

証 され る が,互 形 は在 証 され ない 。

(7) 8?-6 sa--nuqri?u‐ka

      future marker‐we‐Ag‐Cr‐Sub‐lmperfective‐IV‐you‐Go‐Ce‐Ob

'We(God)shall cause you(Muhammad)to read Ca verse)'

(2)受 動 化 の 制 約

  AgとGoを と る二項 動 詞 か らのIV形 の 場 合, Go―Causee(=Ag(1))にSubの 統

語機能を付加 させ る受 身化は可能であるが,語 い化 されてい る場合 を除 いて9λ Go

(=Go(1))にSub付 加 させ る受 身 化 は不 可 能 で あ る。
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(8) 9-78

(9)20-97

(io>

?axlaf�              al l葱hra        n盲waqa(i冝[hu

Perfective-{V」t heyrAg-Cr-rS貸b〈}cd―Go―Ce-Cb-acc■ 吻t-{短yコ)r omi sed

                                         -bi m-Go―Ob

'They caus
ed God to leave behind what th騫 promised Him'

la‐ka maw輅 d‐an  l an      t uxl afa‐hu

to-you appointment shall-not Subj unctive→Vrpassive―yQu―Go

                         剣Ce―s ub→t-Go―(光

'They(Samaritan)have an appoi ntment whi ch you shal l not be

 caused toleave behind  (it)'

X?uxl i fa        m� waGad冝]hu           al 1緝‐a

Perfective-IV」passi ve what-theyrpr omi sed― 廿m-Go-Sub God-Go―Ce

                                            一〇b-acc

'what they―framised Him was caused to王eave behind by God'

この制 約 は,

αコ) 14-49

(12) 68-32

(13)

(11)の 例 中 のGo al‐?ard‐uは

形badala"to change"

身 化 は不 可能 に もかか わ らず

在 証 され る。

が単 純 に 消 去 さ れ た もの と 同質 で は ない ことを示 して い る

(3)否 定の範囲(含 意)

(14) 20-1

 A,C型 のII形 に も適 用 さ れる が, D II型 の 丑型 に は適 用 され な い。

tubaddal u     al‐?ard‐u           gayr‐a al‐?ard‐i
                    o                                                                                   り

1ﾘerfective―II the―earth―Go―Sub―nom other than一the●earth

‐passive                               ‐Rec‐acc

'The earthw弓ll be changedtG scm
.°thingeise'

yubdi l a●n�          <al‐j annat‐a)         xayr°an min‐h�

Subj unctive‐IV‐we‐Go (the‐garden‐Go●Ob‐acc)better‐than●it

 ‐Ce●Ob                        ‐Rec‐acc

'HeCGod)causes us tochange (the garden)tobetter than it'

Xyubdal u‐na al‐j annat‐u xayr‐an min‐h�

'The gardeniscasedto change to better than it by us°

            .  , (12)のGo al-jannat‐aと 同 様 に 意 味 的 に は 原

(D∬)のGo(1)と な るが,(13)の よ う にGo(IV)に 対 す る受

   , (11)の よ うにGo(豆)に 対 す る受 身化 は可 能 で あ り,

こ の こ とは,少 な く と もD五 型 の 丑形 に つ いて は,IV形 のGo―Causee

                                 O

の相違

ma ?anzalna 軋l ay°ka al-qur?anra
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(15)43-30

IV形 の否定の場合 は,

のみ が 否 定 の 範 囲(scope)に 入 って お り,従 って 被 使 役 行 為(complement°verb

"go down")の 顕 現 と は無 関係 に使 われ う る
。 一 方, a形 の 否 定 の場 合 は, (15)の よ

うに その 双 方 が 否 定 の 範 囲 に 入 って お り,常 に被 使 役 行 為 が顕 現 して い な い こ とを 含

意 す る。

(4)目 的語省略の制限

   豆形の場合 は,常 に文脈等か ら回復可能な場合 にのみ目的語(Go-Ob)を 省略で

きるが,N形 の場合 はその限 りでない(詳 細 は4.2.3参 照)。

 以上の よ うな統語論 的論拠は,1[形 とN形 を同一 の基底 表示か ら派生 させる方法が

妥 当で ない ことを示 している。

not Perfective-IV』 ―we-Ag-Cr-°Sub on―you the-Quran-Go州Db-Ce

                                        °'磴C

li-tasq�

to‐Subjunctive‐you‐be miserable

'we didnot cause the Quran to go down on you(Nfuhammad)innrder

for you to be miserable(but inreality, the Quran had gone down)'

law lanuzzila       hada ai-qur?an‐u qala ralul→n

if not Perfective‐II‐passive this the‐Quran‐Go°sub‐nom on

                                      man‐genmin al‐garyat a�ni軋zim‐i n

from the‐towns‐two‐gen great‐gen

°why has this Quran not been s�t down on a man of the two

towns who was gre炙(and in reality, the Quran had not gone down

㎝him)'

(14)の よ うに使役 行 為(英 語 で はmatrix°verb"cause")

4.2.2.意 味 的 論 拠(① ② の 場 合)

   N形 の場合,対 応す る原形 がα型か β型 かによ って,つ ま りGo‐Causeeが 使役 され

る行 為 に対 して非 支 配 的(α 型)か,支 配 的(β 型)か によ って,各 々認 可 的意 味

(permissive)と 使 役 的 意 味(causative)を 持 つ こ とに な る。

(16) 20-85 m�      ?a輕ala‐ka      軋n qawm‐i‐ka

what-Fo-Cr Perfective-IV-you-Go from people-gen--yonr

‐Sub       ‐Ce‐Ob

'What made vQu(Mose)hasten from your people?'

一36一



(17) 11-34  qad j綸alta‐n� fa‐?aktarta        jid�1‐a‐n�

then‐Perfective‐IV‐you dispute‐Go‐Ce‐Ob‐acc‐our

‐Ag‐C r‐Sub

'You(Noah)disputed with us and allowed our dispute to

be(come)much'

 (is)の 場 合, Causerか らの 使 役的 効 果 の影 響 下 に, Causeeで あ る 「モ ー ゼ」 が

自 らの 支 配 的 意志 で 「急 ぐ」 とい う行 為 を始 め る と い う使役 的 意 味 をIV形%qj alaは

有 す る。一 方, α7)の 場 合 は,Causeeの 「論 争(ji(i�1a)」 に は そ の よ うな支 配 的 意

志 はな く,ま たCauserで あ る 厂ノア」 も 「論 争 が 大 きい 」 こ とに対 して何 もせ ず 放

任 して お い た とい う状 況で あ るか ら 「大 き い(大 き くな る)ま ま に して お く」 とい う

認 可 的 読 み の み が な され る。

∬形 の場合 は,常 に α型 の現象 と対応する状態形か ら派生 され る以土,β 型の 豆形

                               10)
にお い て も支 配能 力 の な いGoが 現 出 す るこ とが 理 論 的 に は 予想 で き る 。

(18) 10-12 1aw yuGajjilu   all緝‐u   ii-1‐n縱°i    al‐ °sarr‐a

if Imperfective-1工 .._・:―Sub to‐the-people‐genthe‐evi1-{�

                         ‐Ob‐acc

'If God had hastened the evil to the people'

 _      蟹_

(19)17-19

〈20)1ト57

(21) 38-15

(22)48-20

(is)で は,

m縅as�?u Ii‐man nuridu:what we(God)wilI to whomeve_r

we wish

alいqadab-a:punishment

gitt‐a‐na:our portion

h疆ihi :this (the promise)

(16)の よ う に 「悪(al-sarr)」 が 「神 」 か ら の 間 接 的 な 使 役 的 効 果 に

よ る操 作 に よ って,自 らの意 志 で 「急 ぐ」 よ うに させ られ るの で は な く,言 わ ば 「神 」

の直 接 的 な行 為 に ふ れ て 「急 いで い る」 状態 に置 か れ るので あ る。 そ こに は 「神 」 の

意 志 だ けが あ り,Goの 意 志 の 参加 は ない。(⑨ ～(22>の軋jjalaの 他 の4例 で も非

支 配 的 なGoし か 生 起 して い ない 。

(23) 20-41 naj j ayna‐ka          mi n al‐garnm‐i

Perfective‐II‐we‐Ag‐Sub from the‐worry‐gen

‐yon‐Go‐Ob

'We(God)delivered you(Mosey from the worry'
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(24)61-10  ...tij縒at‐in(ﾘ‐relative)tunji‐kum    min Gad綯‐in

trade‐Fo‐Cr‐Sub   Imperfective‐IV from punishment‐gen

            ‐you (ﾘ1)‐Go‐Ce‐Ob

'Shall I point you to a trade which will save you froma

punishment°

これ らの 。。j縺Vt。 escape〃1⇒(C型 動 詞)の 例 は両 者 の相 違 を よ り明 確 に して くれ

る。 (29)で は 「取 り引 き(tij疵ah)」 に よ って,信 徒 達 が 自 らの意 志 で 「懲 罰(軋(薀

b)」 か ら 「逃 れ る 」 よ う にさせ られ るの であ り, (23)で は ジ 「神 」 の 御手 に よ って 「

モ ー ゼ」が 「暗い気分(al‐gamm)」 か ら 「救 わ れ て い る」 状 態 に置 か れ る ので あ る。

そ こに描 か れて い る の は,「 神 」 の絶対 的 自由 意 志 の 行 使 だ けで,元 来 支 配 能 力 を持

つ はず の 「モ ー ゼ」 自身 の意 志 的行 為 の含 意 は な い 。

 こ こで注意すべ き点 は,言 語表現 と現実の現象 とが必ず しも一対一 の対応をす る必

要 がないことで ある。

(25)10-74

(26)29-14

najjayna‐hu    wa man ma軋‐hu    fi al‐ful k°i

Perfective≒ 【卜we―Ag嗣3ub and who-with→iim-Go-Ob inthe

him‐Go‐O'b                     ‐ark‐gen

'We(God)delivered him(Noah)and those with himinthe ark'

?anj ayna‐hu    wa `?ashab‐a       al‐safinat‐i

Perfective‐IC/°we°Ag‐Cr‐Sub and follower(pl)‐Go‐Ce the

‐him●Go‐fie‐Ob       ‐Ob‐acc  ‐ship‐gen

'We(God)delivered him(Noah)and the followers of the ship'

 (25)と(26)は 同 一 の 現 象 を表 現 して い るが,言 語 使 用 者(こ こで は,ム ハ ンマ ド)

の 視 点 に応 じて,相 異 って認 識 され て い る。 つ ま り, 「神 」 の使 役 的 行 為 に視 点 の あ

る(26)に 比 較 して, (25)で は,五 形 を使 う こ とに よ って 「神 」 の絶 対 性 と 「ノ ア と そ

の従 者 達 」 の無 力 性 が 強 調 され る こ とにな る。

 こ の よ う な直 接 性(directive)と 間 接 性(marlipulative,indirective)の 対 立 の

観 点 か ら見 た場 合,N形 の方 は間 接性 に対 す る有 標(marked)な 形 式 で あ り,π 形 の

方 は直 接 性 に対 す る有 標 な形 式で あ ると規定 で き る が,こ の対 立 は絶 対 的 対立 で は な

く,程 度 に よ る相 対 的 対 立 で あ る こ とに留 意す べ きで あ る。 しか しなが ら,皿 形 の表
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現す る直接性 は,α 型 と β型の対立が中和化(neutralize)さ れた状態形 か らの派生

関係 に付随 する二次的特性 とみなす ことができ,そ の意味で ここでの仮説の一つの論

拠 となる。

 次 に,A～D型 動詞の各々の豆形 が理論的に予想 される通 りの機 能を有 してい るか

につ いて,具 体例 をあげなが ら検討す る。

(1)A型 動詞

  この場合,作 為的機能を有す る巫形 とIV形 の対立 となる。

(27)a-s4

(zs>i1W34

"?id
 kuntum     gatiI‐an fa‐kattara°kum

when you(pl)‐were few‐acc then‐Perfective‐II‐he‐Ag‐Sub

               ‐yon(p1)‐Go‐Ob

'remember when you were fewand HeCGod)multiplied you'

qad j臈alta‐na fa‐?aktarta            jid�1‐a‐n�

you‐disputed‐us then‐Perfective‐IV‐you dispute‐Go‐Ce‐Ob

         ‐Ag‐Cr‐S ub             ‐acc‐our

'You(Noah)disputed with us and allowed our dispute to

be(come)muc h'

katura气o be many,much"の 豆 形 を使 った(27)の 例 で は,そ れ ま で は 「少 な

い(qalil)」 人 数 で あ った 厂お 前達(マ ドヤ ン人)」 を 「神iが そ の意 志 的 な 直 接 的

行 為 に よ って 「多 い(kath)」 人 数 に変 え た と い う状 況 で あ り、 (28)の 例 で は そ れ ま

で も 厂大 き い(katir)Jも の で あ った 「ノ ア」 と の 厂論 争(jida?)」 を 小 さ くす る こ

とを せ ず に 「大 きい(或 は,大 き くな る)」 ま ま に して お い た とい う状 況 で あ る。 従

って,両 者 の 間 に作 為 的機 能 と認 可 的機 能 に よ る 中心 的 対立 と,直 接 性 と間 接 性 に よ

る副 次 的 対 立 が 弁 別 され る。

(2)C型 動詞

  この場合,結 果的使役機能 を有す る皿形 とN形 の対立 とな る。

(23) 24-43  yunazzilu               min al-sama?‐i    min jibal‐in

Imperfective‐II‐heAgSub from the‐heaven-gen from

(partitive)mountain(pl)‐Go‐Ob

     -gen
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(30)

      'He(God)sends down from the heaven mountains<of cloud)'

33-26 ?anzala           alIadina z緝ar�]hum min ?ahl‐i
                                    ・

Perfective≒[V≒he-Ag―Sub relative support-them from people

al‐ki tam‐i min sayasi‐him             ‐gen
               ・

the‐bQOk‐gen from fortress‐gen‐their

'He<God) caused the people of the Book who supported them

from  their fortress'

nazala"to go down�z)の 皿形 を使 った ⑳ の例 で は 「山 な す 雲(jib�1)」 に は行

為 に対す る支 配能力 はな く, 「神」の御手 によ って直接的に 「お りている」状 態に置

か れる とい う状況であ り, (3①の例では,「 神 」か らの使役 的効果 によって,「 啓典

の民達 」が 自らの意志で 「お りる」 とい う状況であ る。直接性 と問接性の対立 は顕著

で ある。焦点 の相違 につ いては,次 のような同一箇所 で両形 が対照 的に使われている

場 合によ り明確 になる。

(31)  5°11.2

(32)5-114

hal yastaticu rabb‐u‐ka ?an   yunazzila    軋lay‐n�

   able     lord‐Sub‐your to Subjunctive‐II on‐us

                           °he-Ag-S ub

m�?idat‐an  min  al‐sam�?‐i

table‐Go‐Gb‐acc from the‐heaven‐gen

rabb-a-n�  ?anzil   qalay―n百 m�?idat-an min sam[�?-i

lord‐acc‐us Iﾘerative‐IV on-us table‐Go‐Ob‐acc from

the‐heaven‐gen

'And when the Apostles said
,°Oh Jesus,son of'Mary,is your

Lord abletosend down CII)on us a Table fromthe I-3eaven?°

..."We desire...that we may-know that you have spoken true

to us,and that we may be among its witnesses.'SaidJesus,

s�of Mary,"Oh God,our Lord,send down(N)onus a Table

fromthe Heaven,thatIshall be for us a festival,the firstand

last of us ..."'

この場面 での使徒達の関心事 は,神 が全能で あるか否かの問題であ り,そ の確認の

 1'



ための イエスに対す る問 いかけであ る。従 って,使 徒達の焦点があて られ―てい るの は,

「おろ させる」 とい う神の使役行為 とその行為の唯一の証 しとな るべ き彼―らの面前で

のテ_ブ ルの顕現 つま り行為の結果的状態 であ る1蒐 _方,神 の全能を確信す るイエ

スの焦点 は,「 おろさせ る」という神の使役的行 為のみ にあて られて いる。

(3)D型 動詞

  この場合,結 果 的機能を有す る巫形 と使役的或は認可的機能を有す るIV形 の対立 と

な る 。

(33)10°16

(34)14-33

(35) 66-5

m繦ak�u 1‐i   ?an ?ubaddila‐hu  mintilq�?i nafs‐i

not-{t-isfor-me Subjunct�e‐II≒ 卜Ag-S ub-of-my-own-accOrd

           ●it●Go●Ob

'lt is not for me(IVIuhammad)tochange(make changed)it(theQuran)

of my own accord'

?a lamtara ila alladina baddaln       niGmat‐a allah‐i

not―saw to rei(pr)Perfective-1‐theyAg-S・ub■grace― 「〔)f-God

kufr‐an                           ●Go●Obmacc

unbelief‐Rec‐acc

'Didn'tyou see those who had changed the grace of God to

unbelief'

軋sa     rabb‐u‐hu            ?in tallaga‐kunna   ?an

possiblylord-Ag-Cr―Sub-nom噛is{f divorced・ryou(pLfem)

yubdi l a●hu     `?azwaj‐an    xayr‐an m i n‐kunna

Subjunctive‐IVhim‐Go-fie●Ob wife(pl)‐Rec‐acc better‐acc

‐than‐you

'It is possibe that
, if he(Muhammad)divores you(Muhammad's

two wives,Hafsa and qA?isa),his Lord will cause him,to
      O       o

change(ﾘ‐Go‐Ob=you)to wives better than you..�

 badal a"to change"のIV形 の 例, (35)で は,ム ハ ンマ ドとの 約 束 を破 った こと に

改 悛 の 情 を 示 す 彼 の妻 達 へ の,再 び彼 に背 か な い よ うにす る た め の警 告 の場 面 で あ る

が,文 脈 か らも使 役 的,間 接 的 意味 は 明 白で あ る。 一方,亘 形 の(33)で は 「(も っ と

よ い も の に)コ-ラ ンを 改訂 せ よ 」 と の不 義者 達 の言 葉へ の ムハ ンマ ドの応 答 の箇 所
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で あるが, 「自主的に(mintilg�?i nafsi)」 の副詞句 か らもわか るように,Causee

とい う中聞要素の存在 しない直接的行為 を意味す るのは明か である。 (33)では結果的

状態の含意 は弁別 し難 いが,た とえ話で人々に反省 を求 める文脈での(34)で は,「 神

の恩寵 を捨て背信心を持 って(亡 びて しまって)い る」状態 に焦点が あて られ,不 信

の終局が強調 されてい る。

4.2.3.再 帰 的IV形 と ∬ 形(③ ④ の 場 合)

  N形 が,使 役的意味を有 せず,全 体的に原形 と類似す る意味 を有 している場合がある。

(36)32-12

(37)28-10

rabb‐a‐n� ?absarn�              wa sami輜�

lord‐acc Perfective‐IV‐we‐Ag‐Cr‐Sub and

'Oh
, our Lord, we sawand heard'

basurat                  bi°hi qan   junub-i n

Perfective‐1‐she‐ﾘ°Sub to‐him from side‐gen

'She saw him:from-afar'

 (36)の よ う なIV形 は,何 らか のGo‐Causee°Obが 消 去 され た もの と も考 え られ るが,

普 通 の 皿形,IV形 のGo-Obの 消 去 の場 合,文 脈 等 か ら消 去 要 素 が 回 復 可 能で あ るの に

対 して,こ の場 合 は不 可能 で あ る。

(38) 9-78

(39)14-26

(40)34°38

(41)20-89

?axl af「�                  al 1疉‐a     m� waGad�麌u

Perfective‐IV‐they‐Ag‐Cr‐Sub God‐Go‐Ce‐Ob‐acc what

-they-prolnised―n:m-Go―Ob

'They caused God toleave behind what they promised Him'

?axlaftu‐kum  (Go‐Ob=ﾘ=waGd‐i)

Perfective‐IV-I-Ag-Cr-Sub尸you(pl)―Go‐Ce‐Ob

'Icaused you to leave behind<my promise)'

huwa      yuxl ifu‐hu  (Go‐C e‐Ob=ﾘ=kum)

he‐Ag‐Cr‐Sub Imperfective°IV‐it‐Go‐Ob

'He causes<you)to leave behind it'

?axlaftum  (Go‐Ce°Ob=ﾘ=?)maw輅d‐i

Perfective‐IV‐you(pl)‐Ag‐Cr‐Sub promise‐Go‐Ob‐my

'You left behind my promise'
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 ㈱ は 全 要 素 が あ る完 全文 で あ り, (39)はGo‐Obが,(40),(41)はGo°Ce‐Obが 消

去 され た文 で あ る。 この 場合, (39),(40)の 各 々 の消去 要素 は 回復 可 能 で あ るが,(41)

は 不 可 能 で あ る。

この よ うなN形 の処 遇 に つ いて,次 の例 は 示唆 的 で あ る。

(42) 2-125 ?aslamtu            li‐rabb‐i  al‐Calamina

Perfectsve‐IV‐1‐Ag‐Cr‐Sub to°lord‐gen the‐world(pi)‐gen

'Isurrendered myself to the Lord of the worlds'

(43) 3●18  ?aslamtn             wajh‐.i        li‐llah‐i

       Perfective一IV●1●Ag●Cr‐Sub face-Go°Ce�彙●my to●God●gen

      'lsurrendered my face to God°

(44) 27-45  e.enafs‐i         ?astamtu         ti●ll疉°i

         self-Go-Ce°Ob-my Perfect咩e‐IV‐�g-Cr●Sub to‐God

'Isurrendered my self to God`             ●gen

 上 例 中 のwajh+possesive pronoun或 はnafs+possesive pronounの 形 式 を

一 種 の 再 帰 代 名 詞 とみ な し
,?aslama+wajh or nafs+possesive pronounの 搆

造 をN形 にお け るCauser=Causeeの 再 帰 的表 現形 式 の発 芽 と み なせ る な らば,(41),

(42>はCauseeで あ る再 帰 代 名 詞 が 消 去 され た もの と して扱 え る。 Go‐Causee●Obの

消 去 に よ って,一 項 型原 形 に対 応 す る二 項 型IV形 は,再 び一 項 型 の再 帰 的N形 にな り,

二 項 型 に対 応 す る三項 型N形 は,同 様 に再 び二 項 型 の再 帰 的N形 に な る。 つ ま り前 者 の

IV形 は 自動 詞 的 に な り,後 者 のIV形 は 他 動 詞 的 に な り,表 面 的 に各 々 の原 形 と類 似 す る

こと に な る。

この よ うな再帰的N形 と皿形 の間において もII形 との対立 は保持 されてい る。

まず,一 項型再 帰的N形 との例をあげる。

(45) 5-18 qad j�?a‐kum     ras�1‐u‐n�   yubayyi nu    l a‐kum

come‐to‐you(pl)messenger°-Sub Imperfective‐II to‐you

          ‐nom‐our  ‐he‐Ag‐Sub

katir-an    mi mma   kuntum tuxfuna min al一ki tab‐i

many-Go―Obracc frolnーwhat youナhadーconcealed fro]〔n thehook

                               ‐gen'our messenger has come toyou making clear to you much of

what you have been concealing of the Book'
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(46) 43-52  1繦ak疆u     yubinu

not be‐almost Imperfective‐IV‐he‐Ag‐Cr‐Sub

'
...Am I better than this<Mose),who is conterﾘtible, and

hardly makes clear(expresses himself clearly)`

 b縅a"tobe clear"のE形 に お け る作 為 的機 能 は一 目 瞭然 で あ る。 (46)は,フ ァラオ

が モ ーゼ にっ いて 述 べ る くだ りで あ るが,「 自分 自 身 を 明 白 にす る(し て お く)」 っ ま

り 「明 白 に話 す 」 と考 え られ,使 役 的読 み(或 は認 可 的読 み)が 可 能 で あ る。

次に,二 項型再帰的IV形 との例をあげる。

(47) 5°33

(48)43°54

tawwaCat  la‐hu              nafs‐u‐hu

Perfective°II to(Ob‐marker)‐him‐Go‐Ob selfAg‐hub‐nom

       Cciative)                             ‐his

qat1‐a          ?axi‐hi       fa‐qatal a‐hu

killing-Go-Ob―acc brother-gen-his theri‐kiIled-him

'H�(Ca�)self made him obedient tothekilling of his

brother (Abe1), and then he kiIId hirn'

fa-staxaffa   qawm-a-hu    fa-?at紲iトhu

then-made-uneasy people-Ob‐acc-his then-Perfective-IV―they

             ‐Ag‐Cr‐Sub°hi m‐Go‐Ob

'He(pharaoh)made h� people uneasy
, so they made themselves

obey him (obeyed him)°

 Cβ 型 のt紊a°to obey Nの 皿 形 を使 った(4の の 例 は,旧 約 聖 書 の有 名 な カ イ ンと アベ

ル の 物 語 の 一 節 で あ るが,こ こで カ イ ンはア ベル の 批 判 的 言 葉 を 聞 い て思 わ ず アベ ル を

殺 して しま っ たの で あ る。 従 って,表 現 的 に は,自 制 不 可 能 な 彼 の 「感 情(nafs)」 が,

そ れ と は別 の もの と考 え られ る彼(或 は彼 の 肉体)を,「 殺 す こ と(q・atl)」 に 「従 っ

                14)                 
。結果的状態 の含意 は,後 続の文か らも明 白でて いる」状態 に置 くとい うことであ る

ある。 (48)では,フ ァラオのモーゼに対す る批難 的布告 に応 じて,人 民が浮き足だち,

自ら進んで翻 り,フ ァラオ に従 った とい う状況でる。 「自 らを従わせ る」 とい うN形 の

間接性 を示す表現 によ って,こ こでは従 う側の 自発性が 強調 され ることに なり,直 接性

を示す 豆形 によ って,従 う側の非 自発性が強調 されている(⑦ の例 と好対照をなす15)。
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4.3. 内 的 指 示 のII形 とIV形(⑤ の場 合)

  II形 によって表 出され る全ての状態が,客 観的事実 と して観察或 は認知 され うるとは

限 らな い。

(a)ダ ー リ ンは,う そつ きで あ る。 (状 態)

(b)サ マ ンサ は,ダ ー リンを うそつ き に した。

 (b)が 真な らば,(a)は 真 で あ り,(b>は(a)を 含 意す る。 しか し,(a>に 対 応 す る現 実 の状 態

に は二 つ の場 合 が 想 定 で き る。

(c)サ マ ンサ は,魔 法 で ダ ー リンを うそ つ きに した。

(d)サ マ ンサ は,心 の 中 で ダー リ ンを うそつ き と した。

 (c>で は,ダ ー リンの正 直 者 か らうそ つ きへ の変 化 は,現 実 の 外 的 世 界 で の 現象 で あ る

が,(d)で は,そ の変化はサマ ンサの意識 内つまり内的世界だ けでの現象であ り,対 応す

る外 的世界での変化は起 らない。(c)の含意す る状態(a)が,彼 女以外の第三者にと って も

客観 的に真 と観察 され うる状態であ るのに対 して,(d)で は,彼 女だけ にとって真 である

主観 的状態で ある。従 って,所 謂estianativeな 璽形 と普通のII形 の相違は,結 果的状態

が顕現す る世界 の相連 に還元で きる。以後,前 者の機 能を内的指示,後 者 の機能を外 的

指示 と呼ぶ。

外 的 世 界

外的世界

團 ↓
[匿

蕩
の

内 的 指 示

 内的世界 の対象の状態 とは,対 象に対す る認識であ り,単 な る一 過性 の想像的状態で

はない こと,状 態の変化 とは認識 の変化 に他な らない ことに ここで留意すべ きで ある。

理論的には全 ての皿形が 内的指示機能を持 ちうる し,コ ーランの中で も両機能 を持つ 皿

形が散見され る。事実,次 の例 のように どち らの機能か判定 し難い場合 も多々あ る16)。

(49)34-19 qad saddaqa   qalay-him?iblis-u tann―a-hu

Perfective-110n‐them Ag‐Sub‐nom thought‐Go-Ob‐acc

                          °his
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(50>70-26

t51>s7-105

'lblis mads liis expectation true uponthem(the sabaean)'(外 的 指 示)

alladina  yusaddiq�a       bi‐yawm‐i   al‐din‐i
           o

relative Cpl)Imperfective‐II‐they‐Ag‐Sub with‐day‐gen

                                   the‐j udg?n.ent‐gen

'Those who count true(believe in)the Day of Jud
gment'(内 的 指 示)

qad saddaqta                al‐ru?uya‐ao
R∋rfective-II-you‐Ag‐Sub the‐vision―Go-Ob―acc

'You(Mose)counted true or made true the vision'

                                 (外 的 指 示or内 的 指 示)

 N形 の場合 も,内 的指示機能を持つ ことが可能であ る。 この場合,内 的世界のCausee

は行為 に対 して支配力 を持 ちえず,α 型の原形に対応す る認可的IV形 のみとな る。状態

つま り認識 に変化 はな く,語 用論的 には,現 時点までの対象(Causee)に 対す る認識 の

再確認 とな る。

(52)2-181

(53)1z-3i

1i‐tukabbi r�         al 1緝-a      cal� m� hac)-a‐kum

to‐Subjunctive‐II‐you(pl)‐Ag‐Sub God‐Go‐Ob‐acc on what

                                        gui de‐you

'God wishes to make it(fast)for you
, and does not wish to make

it difficult for you.,.inorder for youto magnify(count magni

-ficent) God for the guidance He gave you'

1amm縒a?ayna‐hu          ?akbarna‐hu

when see-they(fem)-Sub―him‐ ●b Perfective≒[V―they-Ag

                          ‐Cr‐Sub‐him‐Go‐Ce‐Ob

°She said<toJoseph)
,"Come forth to them!" So when they saw

him, theyso admired himthat theycut theirhands,and said,

Saving God'spresence!this is not a man,nothing but anoble

angel'

  (52)の場合 は, 「神 によ って汝等は導かれた」のだ か ら, 「神」 に対す る 「(あま り)

偉大で ない」 との これ まで の認識 を 「偉大である」 との認識 に改め なさい とい う状況で

あ り,行 為の対象 は現実 に存在す る 「神」ではな く,人 間の意識(内 的世界)内 で思い
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描かれ る 「神」であ る17!(53)の 場創 ま澳 方がお小姓 の 。セ。にす 。か り惚 れ込ん で,

彼 を誘惑 した とい う事件 は,す で に都の女性達の噂 になってお り,そ の奥方が,自 分 が

惚れたの もヨセ ブのすば らしさのためで 自分の不貞心 のためではない と弁解 をす るた め

に宴を設け,女 性達 を招待 したのである。従 って,招 かれ た女性達の心 中には,「 ヨセ

ブは奥方が惚 れ込 むほ どす ば らしい」との認識がすで にあ ったわけであ り,現 実 にす ば

らしい ヨセ ブを紹介 されて,「 やは りヨセ ブはすば らしい」 と塚前の認識 を再確認 した

のであ る。外 的世界 の実物 の ヨセ ブを 「すば らしい」状態 に認可的に しておいたので は

な く,そ の対象(Causee)は 彼女達の内的世界(意 識)の 中の ヨセ ブであ り,ヨ セ ブ

観であ る。

 (52)の方 は,外 的世界 の対象 とは無関係な内的世界の変化であ り,そ の変化後 の認識

は,客 観的妥 当性 を欠き,推 量的或は評価的(estimative)に な るのに対 して, (53)

の方は,外 的世界 の対象 との客観 的或 は具体的妥当性によ る以前の認識 の再確認 となる。

従 って,内 的指示 において も夏形 とN形 の対立は保持 されてい ることにな る。

 夏形 の内的指示で変化 を受 けた対象の状態 は,外 的世界の状態 と対 応 しないのだか ら,

そのよ うな非現実的状態が語用論的に願望的状態へ と転 化 され るのは容 易である。 この

願望的状態が,定 型表現(formula)に よ る発話行為 と して外的世界 の未変化 な対象 に

向 けて表出される特殊 な場合が,所 謂r1�1nC litiSﾟ痰ﾈ 皿形 であ る。

(54)  2-233

(55)33-55

(56)24-27

?id縱a11amtum        m�?縟aytum bi-1-maqr五f-i

if  Perfective●dI°you(pi)°Ag°Sub what‐you‐offered‐Go‐Ob

'If you make sound Cto hand over)what you gave reputably'

sailiin�      (al‐rabiy‐a)        trilim-an

Imperative‐II(the°prophet°Go‐Ob‐acc)II‐verbal noun‐acc

'Regard the prophet to be sound sincerely'

tusallim百   qal百 ?ahl-i-h互

Subjunctive-II on famiiy一gen-her

'Don't enter houses other than your own until
...you saluteits

family (say "peace be upon you l(al‐sal緡u Galay‐kum)")'

 (54)は外的指示, (55)は非願望的な内的指示, (56)は定型表現 による願望的な内的指

示 である。上例の ように,こ れ らの機能 は談話構造 にか な り依存 してお り,後 の古典文

語にみ られる語 い化 は コーランではそれ程進行 していない。
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5,結   語

以上のよ うな古代 アラ ビア語の∬形に関す る考察 の結 論 と して次 の ことが言える。

古代 アラ ビァ語の動詞派生体係 において,五 形 は,原 形 か ら直接的 に派生されるので

はな く,状 態形 か ら派生 され,そ の意味で原形か ら直接 的に派生 され るIV形 とは相違す

る。 また,そ の基本的機能 は,行 為 とその行為完了後 の結果 的状態(つ ま り状態形が示

す 状 態)の 双 方 に焦 点 をあ て るperfectの ア ス ペ ク ト機 能 で あ る。 従 って,古 代 ア ラ ビ

ア語(或 は,Proto‐Arabic)の テ ンス ・ア ス ペ ク ト体 係 は次 図 の よ うに な るas)。

Per-(・ ・  perfectivetala) 

relative past

Imperfe・tive(yaq・ imperfectiveulu) 

relative nonpas,

II <gattala)                 perfect

 しか しなが ら,コ ーラ ンのア ラビア語 において は,語 い化 した巫形や使役 的機能が強

調 された ∬形 も在 証 され る。 このII形 の機能 の変化は, qadやactive participleに

よる他 の分析 的 アスペ ク ト形式の発達 と関連す るのであ るが,こ の段階の丑形の諸機能

をN形 との対立 関係 の観点 か らまとめると次の ように なる。

外 的 指 示

i

g 形 IV 形

基

本

的

作為的

結果的使役

結 果 的

使 役 的

認 可 的

副

次

的

直 接 性

低い支配程度

間 接 性

高い支配程度

内 的 指 示19)

皿 形 IV 形

認 識 変 化 認識再確認
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補 注 : 本稿 で用いる略号 を記す。

Ag(ent),Go(al),Po(sitioner),Pr(ocessed),Fo(rce),Rec(ipient),

Ben(efactive),Dir(ection),So(urce),Loc Cation),ﾘ(=zero semantic

function),Instr(uurent),Sub(ject), Ob(ject),C(ause)r,C(ause)e,

nom(inative marker),acc(usative marker), gen(itive marker),re?(ative

marker),s(in)g(ular),pl(ural)o

注)

1)本 稿 で 用 い た コー ラ ンの底本 は所 謂Fl�el版 のTehranで の 再 版 本 で あ り,引 用

文 の節 番 号 も全 てFl�el版 の もの で あ る。 参 考 に した翻 訳 は,井 筒(19642),

伴.池 田(1970),Arberry(1953),Bel:(i 937),Blach鑽e(19

 72),Paret(1966)で あ る。 ま た,注 釈 書 に つ いて は、 al●baydawiの も の

 とal°tabariの も の を参 考 に した。

2)ア ラ ブ古 典 文 法 で の 分 析 の詳 細 は 、修 士 論 文 のp>34～22を 参 照 。

3)こ こで いうアスペ ク ト機能 とは,現 象 の時間の内的構成をいかに見 るか とい う認知

レベ ル の 概 念 で あ る。Comrie(1976)に 従 え ば,現 象 の 内 的 構 造 に 目を 向 け る見

方 或 は機 能 が,imperfectiveで あ り,現 象全 体 を単 一 的 に 見 る見方 がperfective

で あ り,以 前 の行 為 とそ の結 果 的状 態 に 目を 向 け る見 方 がperfectで あ る。 従 って,

古 典 ア ラ ビア語 の 二 つ の ア スペ ク ト形 式Perfectiveとlmperfectiveの 機 能 は次 の よ

うに 提 示 され る。

                perfectivePerfective(gatala) relative past

Impe・fe…ve(yaqtul・)-imperfective

relative nonpas,

(Comrie ibid:pp.78°82,)

4)例 え ば"John is kicking a bali(for an hour)"と い う 文 の 場 合,ア ス ペ ク ト

形 式 ・進 行 形 の持 つ ア ス ペ ク ト機 能 ・進 行相 と"kick"と い う動 詞 の持 つ 〔+dyn,

+con,+mom〕 の ア ス ペ ク ト特 性 の結 合 に より く反 復 〉の ア ス ペ ク ト的 意 味 が 顕 現

す る。

 ,.



5)例 えば,「 お りる」 という動詞の場合,「 お りている」 とい う非 瞬時的行為の途中

段 階の 「まだお りた っていない」の状態か ら,行 為完 了後の 「お りたっている」の状

態へ の変換現象を示す動詞で あるか ら,当 然,行 為完 了後 には言わ ば―か ら+へ の結

果 的状態が顕現す るわけである。 「非瞬時的(〔 ‐mom〕)」 が,完 了前の行為の特性 を

示す ものであ り,そ れ 自体には当然時間的長 さのな い一か ら+へ の変換の特性を示す

ものではない ことに注意 を要す る。

6)例 えば,「 殺す」 とい う動詞の場合,「 何 も していない」の状 態か ら 「殺す」の行

為へ,さ らに再 び 「何 もしていない」の状態への瞬時的変 化を示す動詞であるか ら,

言わば一か ら+.へ,そ して再度 一への変 換の経験者 と しての行 為者側 には当然変化 は

顕 現 しない。

7)non-verbalと は, infinitive, active participle,passive participle,再 帰 形

のV形 で の み在 証 され る場 合 で あ る。 ま た,A型 動 詞 の 多 くはC型 動 詞 に も分 類 され

るが(例,hasuna"to be or become good")そ の よ うな動 詞 は 全 てA型 動 詞 とみ

な した 。

8)こ れ らのB型 動詞 はV形 でのみ在証 される。

tatawwafa

taqawwala

(V)  'togo round about'

(2-153, 22-30)

 cf  t綰a  CI) :'to go round about°

   tawf(noun):'round, circuit°

(V)  'to fabricate lies'

   (52-33, 69-44)

cf o q�1a (1)   'to say, speak'

  Bawl(noun) °speech, word, report'

 t綰aの 場 合 は,原 形, V形(∬ 形 も コ― ラ ン以 外 で は在 証 され る)も 名詞tawfか

らのdenominativeと み なすべ きで あ ろ う。galaの 場 合 は, V形(皿 形 は コ ー ラ ン

以 外 で も在 証 さ れ な い)は,名 詞qawlか らのdenominativeと 意 味 的 に もみ なせ う る。

従 って,こ れ らが こ こで の仮 説 の必 要十 分 な反 例 で あ ると は言 い難 い。

9)例 え ば,軋dda"to count"(DII)のIV形("to prepare〈to cause tocount?)
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は常 にGo-Causeeの な い意 味 的 に語 い化 され た動 詞 と して 使 わ れ るが(cf,丑 形

"tQ count")
,こ の 場 合 はGoにSub付 加 され た受 身 文 が み られ る(3-127の 生

起 例 を参 照)。

10)支 配 能 力 の有 無 はGoの"animacy"に 関 係 す るが,現 象 レベ ル でGoが 持 つ

"animacy"が
,認 知 或 は 表現 レベ ル でGoが 持 っ"animacy"と 必 ず しも一 対 一

の対 応 を しな い こ とに注 意 を要 す る。

7‐52  al 1緝‐u,,.    yugsi      al‐1 ayl●a        al‐nah縒‐a

   GodAg°Gr‐Sub‐nomImperfective‐IST the‐Go‐Ce‐Ob‐acc

                      the‐Go‐Ob‐acc

/God(was)cﾘUSingthe night to c◎ver the day
,and so it(thenight)

(was)seeking it Cthe day)urgentlyeo

「夜(al‐?ayl a)」 は,現 象 レ ベ ル で は 〔-ani mate〕 で あ り,直 線 的 表 現(non°-

metaphorical)で も 「お お う(gasiya)」 に 対 し てC‐animate〕 つ ま り 支 配 能 力 の

な いGoと し て 認 知 さ れ る が,上 例 のmetaphoricalな 表 現 で は 〔+animate)つ ま り

支 配 能 力 の あ るGoと し て 認 知 さ れ る 。

11)naja は 頻 度 の 高 い動 詞 の一 つで あ り,そ のN animacy°'"複 数 性"に 関す る分 布 は

 次 表 の よ うに な る。

―――

 Ag要 素 Go  要  素 Aga Go

両 方 とも

 S�

._

どち らか

がplsg pl mas s Sg P1 mass 十ani ‐ani

II 形
(計37例)

13 22
 1
ﾘ=1)

7 29 1 37 0 4
32
ﾘ=1)

IV 形
(計23例)  7

16 0 2 20 1 23 0 2 21

C±ani=±ani mate)

12)こ の最 も頻 出す る動詞の分布 は次表のよ うに なる。
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Ag 要 素 Go 要  素 Ag, Go

両 方 とも

 Sg

全嬲象
 plSg pl mass Sg pl mass →an至 ‐ani

皿  形
(計63例)

35 14
 1
ﾘ=13)

34 a
20
ﾘ=2)

5 56 31
 17
ﾘ=15)

 IV  形
 (計183例)
」

72 55
 1
ﾘ=55)

7i 22 so 13 170 65
 63

⑫ 冨55)

13)現 象 レベ ル で は 厂テ ー ブル 」 は 当然 〔-ani mate〕 で あ るが, 〔+ani mate〕 の 存

在 と して認知 ・表現 されてい ることに注意。つ まり, rテ ー ブル」 は 「お ちる」ので

はな く 「お りる」のである。森羅万象が神の意志の反 映であ り,そ の意志が内在化 さ

れてい るとい うキ リス ト教的或はイス ラム教的な神概念 か らみれば,神 の使役行為の

場 合,Causeeの 自由意志 もまたCauserで あ る神 の意志 とな り,厳 密 な意味での使

役行 為 とは異 な って くる。

14)Comrie(1975,1976,1981)に よ れ ば,使 役 化 に よ る文 法 関 係 の変 化 に は次 の

よ うな 階 層構 造 が あ り,各 々 の項 要 素 は それ に 沿 って次 の ものへ 降 下(demote)す る 。

さ らに,二 項 動 詞 の場 合 は,Go‐Causee-ObとGo°Obが 同 一 の 表 現形 式 を もっ よ

うに な る場 合(doubling)と,一 つ 越 えて 降 下 しGo-Obと 異 な る表 現 形 式 を もっ よ

うに な る場 合(extended demotion)の 二 つ に類 別 され る。

subject >  direct object >  indirect object >  oblique object

 一 般 的 にinstrumental,dative, accusativeの 表 現 形 式 を 考 え た 場 合,行 為 に 対

す るCauseeの 支 配 の 程 度(degree of control)と の 関 係 は 次 の よ う に 示 さ れ る 。

従 っ て,"la―hu(dative)"に つ い て もextended demotionの 場 合 と み な す な ら ば,

low

extended  demotion肖
instrumental   <   dative

doubl i ng

     0<accusative

Ex.

        degree  of  control

Taroo ga Ziroo o ik‐ase‐ta

'Taroo made Ziroo go'

Tatuo ga Ziroo ni ik‐ase‐ta

`Taroo got ziroo go'

(Japanese)

hi gh

Comrie(1981).p.

   175よ り 引 用
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豆形 のCauseeは 支 配 の程 度 が 低 い と・す る本 稿 で の仮 説 と合 致 す る。

15)同 様 の対立 は,特 に α型の原形 とその再帰的IV形 の間で顕著 になる。例 文の(36),

  (37)の 場合,Aα 型 の原形 の'見 る"と その再帰的N形 が全体的 にもつAβ 型 の

O見 る'と の対 立 が 弁 別 され る
。

16) (51)は,旧 約 聖書 の有 名 な ア ブ ラハ ム とイ サ ク の物 語 で あ るが,息 子 の イ サ クを

燔 祭 の 犠 牲 にせ よ との 神 か らの お告 げ の夢 を,ア ブ ラハ ムが 実 際 に 殺 す寸 前 に まで い

った こ とで 外 的 世界 で の真 実 と した と も解 釈で き る し(cf Arberry "confirmed

the VISIOYI‾p。460,井 筒 「か の夢 に対 す る汝 の誠 実 は既 に 見 え た 」下p。41),

ア ブ ラハ ムが神 の お告 げ と して の夢 を信 じた(真 実 で あ る とみ な した)と も解 釈 で き

る(Bell�ounted the VISIOri true"VO?a2,P446,伴e池 田 「夢 に忠 実 で あ

った 」p。105)。 こ の動 詞 の 他 の生 起 例 につ いて は,39-34,70-26,75-31,

. ,
,56-57,66°12の6例 が 内 的 指 示 で,28-34,37-36の2例 は あ い

ま い で あ る 。

1Z)コ ー ラ ン 以 後 の 古 典 ア ラ ビ ア 語 で 使 わ れ るkebbara(II)に は,"to say'God is

the greatest(allah?akbar)nと い うdeiocutiveな 用 法 も み ら れ る が,こ こ で

は 単 純 に"to regard as g�穰nの 意 味 で 使 わ れ て い る 。

18)未 解 決 の 問 題 と して,状 態 形(東 セ ム語 にの み 在 証 され る)とPerfectiveの 通 時

 的 関 係 の 問 題,反 復 的機 能(iterative)の 問 題 等 が あ るが今 後 の考 察 の課 題 と した い 。

19)内 的指示 の場合 も基 本的或 は副次 的諸機能は弁別 され るが,図 において は省略 した。
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